
　　様々なウイルスへの感染予防に努めました。

　　限度にするために避難訓練を実施しました。

（３）利用者と家庭との絆を深めるために、各種行事への保護者の参加を呼び掛けたり、

　　機関誌「かけはし」を発行し、施設との連帯感を深めました。

　　に応じた食事を提供しました。また、季節や郷土の食材を使った料理を提供するこ

（１）給食については、健康の維持・向上が図れるよう、栄養のバランスと年齢、状態

（３）施設整備については、給湯ボイラーの経年劣化による更新工事を行うとともに、

　で安心して生活していただくことを目的に、昭和４６年４月に定員１００名で開所し

令和元年度　救護施設有明荘事業報告書

１　概　　要

　　有明荘は、生活保護法に基づく救護施設で、身体や精神などの様々な障がいを持つ

　方や、経済的な理由などから家庭や地域で日常生活を送ることが困難な方々が、健康

（２）利用者の要望に沿い、買い物、旅行、衣料品購入会、施設見学等の行事を通し、

　４９年が経過しました。

　　元年度の運営にあたっては、協会の理念である「安全で心身ともに健やかな生活」

　をしていただけるように、保護者の方々や福祉事務所、医療機関等と連携を図りなが

　ら、健全で安定した施設運営に努めました。入所者数の確保については、福祉事務所

　さらに施設面で課題となっていた給食棟の改築に向けて、必要な機能について検討す

　るため、荘内で委員会を立ち上げ、先進施設の視察を行いました。

２　利用者サービス

　　者がより生きがいや喜びを感じられるよう努めました。

（１）個別支援計画では、希望する利用者一人ひとりにあった支援目標を設定し、利用

　への訪問など積極的に周知・ＰＲ活動を行い、定員以上の維持・回復に努めました。

　　楽しみの実現と社会性の向上に努めました。また利用者の持つ能力・適性を考慮し、

　　医と連携し疾病の早期発見に努めるとともに、新たに除菌電解水給水機を導入する

　　各種クラブや余暇活動への参加や園芸・ものづくりなど、自立や働く喜びが得られ

　　るよう支援しました。

３　健康・衛生管理と安全対策

　　２階男女の洗面台を改修し、利用者の衛生環境の整備に努めました。

（２）健康管理については、機能訓練士によるリハビリ訓練や体操を実施することで、

　　とで、四季の恵みとふるさとを感じてもらえるように努めました。

　　利用者の身体機能の保持や機能回復を図りました。また定期健康診断の実施や嘱託

（５）防災対策については、火災等の未然防止に努めるとともに、非常時の被害を最小

　　ことで効率的な消毒が可能となり、新型コロナウイルス拡大予防対策を始めとする

（４）事故防止対策については、ヒヤリ・ハット報告書や事故報告をリスクマネジメン

　　ト委員会で検討し、原因究明と情報共有をすることで、事故防止に努めました。
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　めました。

５月 ７月

４　地域交流

３月

　　職員の知識や技術、専門性を高めるために、職場内研修を実施した他、関係機関及

　

５　職員の資質向上

　び団体等、各種研修会へ積極的に参加して、職員の資質向上に努めました。

（１）月別利用者状況 （定員：１００人）　                  
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６　利用者の状況　（令和２年３月３１日現在）
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７　職員の状況　（令和２年３月３１日現在）
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（１）事務費単価（月額） （単位：円）

（２）事業費単価（月額） （単位：円）

５月～９月 172,880 15,970 188,850

４月 62,940 4,390 67,330

毎　月
 外出買物、ホーム喫茶、避難訓練、誕生を祝う会、ビデオ映写会

 ひだまりと交流会(月２回)、有明センター利用(月２回)、理容ボランティア

10月、11月、1月～3月 64,140 4,480

基準生活費 冬季加算額 期末一時扶助費

５月～９月 62,940

　３月  桃の節句、歌謡ショー

９　措置費収入

適用期間

適用期間 人件費 管理費 計

４月 173,600 18,040 191,640

10月～３月 173,380 15,980 189,360

計

 日帰り旅行(月岡温泉)、一泊旅行(金太郎温泉)

 文化祭、音楽交流会(さんざし)、映画鑑賞

　２月  節分豆まき、お楽しみ会(おやつ購入)、ダンスパーティー

１１月

月 実　　　　　施　　　　　行　　　　　事

 一泊旅行(当間高原)、日帰り旅行(月岡温泉)、一泊旅行(胎内温泉)

１２月 64,140 4,480 5,070

２年１月

１２月

 胃部レントゲン検診、花見ドライブ、自治会総会、ゲーム大会

 節句、菖蒲湯、一泊旅行(湯田上温泉)、日帰り旅行(ふるさと村)

８　主な年間行事等

 七夕茶会、映画鑑賞、バルサン消毒、いくとぴあ見学

 胸部レントゲン検査、心電図検査、夏期外泊、昼食バイキング

　７月

　９月
 県内救護施設ボウリング大会、有明ふれあい祭り

　元年５月

　８月
 ぶどうとジェラードを楽しむ会

１０月
 おぐに荘施設交流会、山登り(護摩堂山)

 バーベキュー、日帰り旅行(ふるさと村)

　６月

31年４月

68,620

73,690

 忘年会、クリスマス会、年末年始外泊、青山小学校児童との交流会

62,940

 新年会、ゲーム大会

 フラダンス訪問、インフルエンザ予防接種、福祉事務所との連絡会

 県障がい者スポーツ大会(新潟陸上競技場)、衣料販売、運動会


